
考
案
功
労
賞

　
日
本
発
明
振
興
協
会

東
京
都
渋
谷
区
、
原
昭
邦
会
長
、
０
３
・
３
４
６
４
・
６

９
９
１

と
日
刊
工
業
新
聞
社
共
催
の
「
第

回

２
０
１
４
年
度

発
明
大
賞
」

の
表
彰
式
が
３
月

日
、
東
京
・
元
赤
坂
の
明
治
記
念
館
で
開
か
れ
た
。
発
明
大
賞

本
賞
を
受
賞
し
た
静
科

神
奈
川
県
厚
木
市

の
武
紘
一
経
営
企
画
室
長
を
は
じ

め
、
発
明
大
賞
東
京
都
知
事
賞
、
同
日
本
発
明
振
興
協
会
会
長
賞
、
同
日
刊
工
業
新

聞
社
賞
各
１
件
、
発
明
功
労
賞
７
件
、
考
案
功
労
賞
９
件
の
計

件
が
表
彰
さ
れ

た
。
当
日
は
発
明
大
賞

周
年
を
記
念
し
た
祝
賀
会
も
開
か
れ
た
。

発明大賞本賞を受賞する静科
経営企画室室長の武紘一氏

発
明
大
賞
　
日
本
発
明
振
興
協
会
会
長
賞

産
業
の
発
展
に
寄
与

発
明
大
賞
　
東
京
都
知
事
賞

発
明
大
賞
　
日
刊
工
業
新
聞
社
賞

発明が明日を変える未来を創る
第回発明大賞

（ ） 【広告特集】 ２０１５年 平成２７年 ３月２６日 木曜日 　　

喜
び
の
声

　
発
明
し
た
熱
処
理
法
は
国

内
で
多
く
の
自
動
車
部
品
に

採
用
さ
れ
て
い
る
。
２
０
１

４
年
４
月
頃
か
ら
大
手
自
動

車
メ
ー
カ
ー
の
車
の
ピ
ス
ト

ン
に
も
採
用
さ
れ
、
ピ
ス
ト

ン
メ
ー
カ
ー
か
ら
「
ピ
ス
ト

ン
の
歴
史
が
大
き
く
変
わ
っ

た
」
と
の
評
価
を
得
た
。
加

工
時
間
は
数
秒
か
ら
数
分
で

済
む
上
、
加
工
品
寿
命
が
大

幅
に
延
び
、
摺
動
抵
抗
を

し
ゅ
う
ど
う

低
下
さ
せ
る
こ
と
も
可
能

だ
。
日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
が

再
び
注
目
さ
れ
る
中
、
本
技

術
を
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
利

用
し
て
も
ら
い
、
モ
ノ
づ
く

り
立
国
・
日
本
の
発
展
に
貢

献
し
た
い
。

▽
光
触
媒
を
用
い
た
紫
外
線

空
気
清
浄
機

　
ユ
ー
ヴ
ィ
ッ
ク
ス

　
社
長
　
森
戸
祐
幸
氏

　
光
触
媒
と
し
て
の
酸
化
チ

タ
ン
は
化
学
分
解
反
応
や
太

陽
電
池
な
ど
に
広
く
使
わ
れ

て
い
る
。
発
明
し
た
製
品
は

海
綿
構
造
を
持
つ
柔
軟
な
多

孔
質
チ
タ
ン
粒
子
を
付
着
さ

せ
る
こ
と
で
、
従
来
生
じ
て

い
た
粗
密
の
干
渉
縞
模
様
が

な
く
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
紫
外
線
光
量
と
酸
化
チ

タ
ン
膜
が
最
適
化
さ
れ
、
処

理
効
果
を
高
め
た
。

　
特
に
、
平
板
状
の
光
触
媒

シ
ー
ト
と
、
こ
れ
を
折
り
曲

げ
形
成
し
た
シ
ー
ト
を
１
枚

ず
つ
交
互
に
積
層
し
て
ハ
ニ

カ
ム
構
造
を
形
成
。
こ
れ
に

よ
り
外
力
に
対
す
る
変
形
を

小
さ
く
し
、
酸
化
チ
タ
ン
膜

が
は
が
れ
る
の
を
防
い
だ
。

オ
ゾ
ン
や
活
性
炭
フ
ィ
ル
タ

ー
の
脱
臭
効
果
と
組
み
合
わ

せ
て
使
わ
れ
て
い
る
。

喜
び
の
声

　
発
明
品
で
用
い
た
光
触
媒

は
、
ナ
ノ
粒
子
で
で
き
た

粉
。
こ
の
粉
に
紫
外
線
が
当

た
る
と
、
脱
臭
さ
れ
る
効
果

を
利
用
し
て
い
る
。
た
だ
、

粉
は
く
っ
つ
き
に
く
い
こ
と

が
課
題
だ
っ
た
。
そ
こ
で
考

え
た
の
が
逆
転
の
発
想
。

光
触
媒
は
酸
化
チ
タ
ン
な
の

で
、
原
料
の
チ
タ
ン
金
属
を

酸
化
さ
せ
て
酸
化
チ
タ
ン
に

し
た
こ
と
だ
。
実
際
は
多
孔

質
チ
タ
ン
箔
に
酸
化
チ
タ
ン

粒
子
を
付
着
さ
せ
て
実
現
し

た
。
今
回
の
受
賞
を
機
に
、

我
々
の
発
明
品
の
販
売
を
さ

ら
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

喜
び
の
声

　
創
業
以
来
、

独
創
的
な

発
明

を
し
よ
う
と
い
う
の

が
当
社
の
モ
ッ
ト
ー
。
今
回

受
賞
し
た
「
リ
ト
ラ
イ

開

閉

機
能
」
を
つ
け
た
雨
水

緊
急
遮
断
弁
は
、
そ
ん
な
思

い
を
込
め
て
開
発
し
、
受
賞

で
き
て
大
変
う
れ
し
い
。
従

来
の
弁
は
異
物
を
は
さ
ん
だ

場
合
で
も
弁
は
閉
じ
た
ま
ま

で
、
過
負
荷
に
よ
っ
て
故
障

の
原
因
に
も
な
っ
て
い
た
。

発
明
品
は
小
型
で
価
格
も
従

来
品
に
比
べ

％
以
上
も
安

い
。
こ
の
受
賞
を
機
に
下
水

・
汚
染
処
理
現
場
へ
の
活
用

な
ど
、
さ
ら
に
用
途
開
拓
を

進
め
て
い
き
た
い
。

▽
搬
送
物
同
士
の
間
隔
を
調

整
す
る
コ
ン
ベ
ア
制
御
装
置

　伊
東
電
機

　代
表
取
締
役
　伊
東
一
夫
氏

ほ
か
１
人

　
搬
送
物
同
士
の
間
隔
を
適

切
な
距
離
に
調
整
す
る
こ
と

が
効
率
的
と
い
う
考
え
か
ら

開
発
し
た
搬
送
ラ
イ
ン
の
高

機
能
化
技
術
。
発
明
品
は
複

数
の
セ
ン
サ
ー
と
駆
動
モ
ー

タ
ー
を
一
つ
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
で
集
中
管
理
す
る
こ
と

で
積
載
効
率
を
向
上
さ
せ

た
。
搬
送
物
同
士
の
間
隔
が

開
き
す
ぎ
て
い
る
場
合
、
後

続
の
搬
送
物
の
搬
送
速
度
を

上
げ
、
搬
送
物
同
士
の
間
隔

を
縮
め
、
逆
の
場
合
は
速
度

を
抑
え
る
。
搬
送
電
力
の
コ

ス
ト
も
削
減
で
き
、
省
エ
ネ

に
つ
な
が
る
。

▽
自
動
見
当
装
置
を
搭
載
し

た
ラ
ベ
ル
用
間
欠
印
刷
機

　
ミ
ヤ
コ
シ

　

社
長
　
宮
腰
亨
氏

　
複
数
の
印
刷
ユ
ニ
ッ
ト
を

用
い
た
印
刷
ラ
イ
ン
に
用
紙

を
間
欠
走
行
さ
せ
て
印
刷
す

る
間
欠
印
刷
機
。
従
来
の
手

法
で
は
用
紙
左
右
方
向

印

刷
幅
方
向

の
見
当
は
補
正

で
き
な
か
っ
た
が
、
発
明
品

は
こ
れ
を
可
能
に
し
た
。
絵

柄
の
天
地
方
向
の
見
当
合
わ

せ
も
同
時
に
自
動
調
整
で
き

る
た
め
、
見
当
調
整
で
使
用

す
る
損
紙
を
約

％
削
減
で

き
た
。
さ
ら
に
、
発
明
品
は

１
個
の
電
荷
結
合
素
子

Ｃ

Ｃ
Ｄ

カ
メ
ラ
で
調
整
作
業

を
短
縮
で
き
る
。

▽
「
リ
ト
ラ
イ
」
機
能
付
き

雨
水
緊
急
遮
断
弁

　
カ
ワ
デ
ン

　
社
長
　
金
高
浩
春
氏

　
閉
弁
時
、
小
枝
な
ど
の
異

物
を
か
み
込
ま
な
い
よ
う
に

異
物
を
流
す
ま
で
弁
の
開
閉

と
停
止
の
動
作
を
繰
り
返
す

「
リ
ト
ラ
イ
　
開
閉
　機
能

を
取
り
付
け
た
緊
急
時
の
雨

水
遮
断
弁
。
異
物
が
か
み
込

み
過
負
荷
状
態
に
な
っ
た
場

合
は
自
動
検
知
し
、
弁
を
一

定
の
角
度
に
開
い
て
異
物
を

流
し
、
再
度
弁
を
閉
じ
る
動

作
を
繰
り
返
し
行
う
機
能
が

あ
る
。

　
従
来
は
雨
水
制
御
用
ナ
イ

フ
弁
が
用
い
ら
れ
て
異
物
を

は
さ
ん
だ
場
合
で
も
弁
は
閉

じ
続
け
て
い
た
。
過
負
荷
に

よ
っ
て
故
障
し
た
り
、
構
造

的
に
設
置
面
積
を
大
き
く
す

る
必
要
が
あ
り
、
価
格
も
高

か
っ
た
。
発
明
品
は
ナ
イ
フ

ゲ
ー
ト
弁
に
比
べ
小
型
で
、

価
格
も

％
以
上
安
い
。

▽
金
属
製
品
の
表
面
層
組
織

を
微
細
化
す
る
瞬
間
熱
処
理
法

　
不
二
機
販

　
　
代
表
取
締
役

宮
坂
四
志
男
氏

　
急
速
加
熱
と
冷
却
を
繰
り

返
す
こ
と
で
金
属
表
面
に
均

一
な
微
細
組
織
を
形
成
す
る

処
理
技
術
。
金
型
表
面
と
被

加
工
材
の
界
面
で
の
摺
接
動

作
を
安
定
的
に
し
て
円
滑
な

仕
事
を
実
現
さ
せ
た
。
金
型

の
寿
命
向
上
と
成
形
品
の
品

質
安
定
に
も
貢
献
す
る
。

　
平
均

―
１
５
０

の
微
粒
子
と
近
似
粒
度
３
種

類
以
上
を
混
合
さ
せ
て
、
毎

秒
１
０
０
―
２
０
０

の
噴

射
速
度
に
よ
り
表
面
に
対
し

て
間
欠
的
に
噴
射
さ
せ
る
手

法
。
表
面
の
粗
さ
を
改
善
さ

せ
な
が
ら
、
表
面
層
に
均
一

な
ナ
ノ
結
晶
組
織
を
生
成
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
強
度
と
靱

性
に
富
む
組
織
と
な
り
、
耐

摩
耗
性
、
耐
食
性
に
優
れ
た

表
面
改
質
が
で
き
る
。

　
発
明
大
賞
は
独
創
性
に
富

む
優
秀
な
発
明
考
案
・
研
究

を
通
じ
て
、
わ
が
国
科
学
技

術
の
振
興
、
産
業
の
発
展
、

国
民
生
活
の
向
上
、
環
境
問

題
の
解
決
な
ど
に
寄
与
し
た

資
本
金

億
円
以
下
の
中

堅
、
中
小
企
業
、
ま
た
は
研

究
者
や
個
人
発
明
家
の
中

で
、
発
明
考
案
・
研
究
を
通

し
て
科
学
技
術
の
振
興
、
産

業
の
発
展
に
寄
与
し
た
企
業

・
人
を
表
彰
す
る
制
度
。
大

企
業
で
は
な
く
、
日
本
を
支

え
る
中
小
企
業
、
ベ
ン
チ
ャ

ー
な
ど
が
持
つ
優
れ
た
ア
イ

デ
ア
と
そ
れ
を
も
と
に
し
た

特
許
お
よ
び
商
業
的
な
成
果

に
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
を
置
い

て
い
る
の
も
特
徴
と
い
え

る
。

　
今
回
の
応
募
案
件
で
は
高

度
な
技
術
を
駆
使
し
た
も
の

や
ア
イ
デ
ア
が
キ
ラ
リ
と
光

る
も
の
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り

は
も
と
よ
り
医
療
、
生
活
、

情
報
関
連
な
ど
幅
広
い
分
野

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
ア
イ
デ
ア

が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
そ
れ

ら
を
審
査
委
員
会

菅
野
卓

雄
審
査
委
員
長

東
京
大
学

名
誉
教
授

で
厳
正
に
審
査

し
、
発
明
大
賞
本
賞
、
発
明

大
賞
東
京
都
知
事
賞
、
発
明

大
賞
日
本
発
明
振
興
協
会
会

長
賞
、
発
明
大
賞
日
刊
工
業

新
聞
社
賞
を
各
１
件
選
定
し

た
ほ
か
、
発
明
功
労
賞
７

件
、
考
案
功
労
賞
９
件
の
計

件
を
選
定
し
た
。

　
発
明
大
賞
本
賞
に
は
、
静

科
の
通
気
性
を
損
な
わ
ず
防

音
で
き
る
「
吸
遮
音
性
に
優

れ
た
通
気
性
サ
ン
ド
イ
ッ
チ

パ
ネ
ル
」
が
選
ば
れ
、
武
紘

一
室
長
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
発
明
大
賞
東
京
都
知
事
賞

に
は
多
孔
質
チ
タ
ン
箔
に
酸

化
チ
タ
ン
粒
子
を
付
着
さ
せ

て
処
理
効
果
を
高
め
た
「
光

触
媒
を
用
い
た
紫
外
線
空
気

清
浄
機
」
を
発
明
・
考
案
し

た
ユ
ー
ヴ
ィ
ッ
ク
ス

東
京

都
目
黒
区

の
森
戸
祐
幸
社

長
が
、
発
明
大
賞
日
本
発
明

振
興
協
会
会
長
賞
に
は
「
金

属
製
品
の
表
面
層
組
織
を
微

細
化
す
る
瞬
間
熱
処
理
法
」

を
考
案
し
た
不
二
機
販

名

古
屋
市
北
区

の
宮
坂
四
志

男
社
長
が
、
発
明
大
賞
日
刊

工
業
新
聞
社
賞
に
は
「

リ

ト
ラ
イ

機
能
付
き
雨
水
緊

急
遮
断
弁
」
を
考
案
し
た
カ

ワ
デ
ン

大
阪
市
此
花
区

の
金
高
浩
春
社
長
が
選
ば
れ

た
。

　

日
に
開
か
れ
た
表
彰
式

で
は
主
催
者
を
代
表
し
て
原

会
長
が
「
今
回
の
受
賞
を
機

に
次
な
る
目
標
に
向
け
、
さ

ら
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ
し

い
」
と
、
受
賞
者
の
一
層
の

活
躍
に
対
す
る
期
待
を
述

べ
、
受
賞
者
を
た
た
え
た
。

続
い
て
、
菅
野
審
査
委
員
長

が
審
査
経
過
を
報
告
し
、
受

賞
者
に
表
彰
状
が
授
与
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
受
賞
者
を
代

表
し
て
静
科
の
武
紘
一
室
長

が
挨
拶
し
受
賞
の
喜
び
を
語

っ
た
。

　
ま
た
当
日
、
日
本
発
明
振

興
協
会
主
催
に
よ
り
発
明
大

賞

周
年
記
念
祝
賀
会
が
開

か
れ
た
。
冒
頭
、
同
賞
推
進

委
員
長
の
森
洋
二
副
理
事
長

は
「
大
賞
を
さ
ら
に
充
実
さ

せ
、
広
く
中
小
企
業
の
進
展

に
貢
献
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。
同
協
会
の
原
会
長

は
「
発
明
大
賞
制
度
創
設
以

来
、

年
間
に
表
彰
件
数
は

１
１
７
９
件
に
達
し
て
い

る
」
と
振
り
返
り
、
今
後
も

制
度
の
充
実
に
取
り
組
む
決

意
を
示
し
た
。


